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研究成果の概要（和文）：巨大災害にあったコミュニティの内発的復興を促す関係性の特徴を、アクションリサ
ーチを通して明らかにした。研究フィールドは、東日本大震災の被災地である岩手県野田村と、熊本地震の被災
地である熊本県西原村である。成果の概要は次の通り。（1）復興感の程度は、災害をきっかけとした「重要な
他者」との出会いと強く関連している。（2）内発的復興を支える基盤として、外部支援者とのコンサマトリー
な関わりが重要である。（3）内発的復興を促す工夫として、日常的な支援-受援関係を逆転するような介入が効
果的である。

研究成果の概要（英文）：We examined　the characteristics of the relation ship that promotes 
encogenous recovery of communities affected by catastrophic disaster through action research.  The 
research fields are Noda Village, Iwate Prefecture, which is a disaster area of the Great East Japan
 Earthquake, and Nishihara Village, Kumamoto Prefecture, a disaster area of the Kumamoto Earthquake.
  The outline of the results is as follows. (1) The degree of the sense of recovery is strongly 
associated with encounters with "significant others" triggerd by the disasters. (2) Consummatory 
relationship with outside supporters is important as the basis of endogenous recovery.  (3) An 
intervention that reverses the relationship of 'support-giver and support-taker' in everyday life is
 effective to encourage endogenous recovery. 

研究分野：社会心理学

キーワード： 災害　内発的復興　アクションリサーチ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、主体性・内発性は個人の内的属性ではなく関係性の産物であるという観点から、被災
者・被災コミュニティの主体性・内発性を支える関係性の特徴を示した点である。本研究の社会的意義は、コミ
ュニティの内発的復興を促すにあたって、どのような関係性を志向するのが望ましいのか、その指針を示した点
である。本研究の成果は、今後の災害における内発的復興に取り組む際に参考になるものと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 巨大災害後には、被災者の生活復興とともにコミュニティの復興が急務となる。本研究の研究
代表者および研究分担者は、東日本大震災の被災地である岩手県野田村、および、熊本地震の被
災地である熊本県西原村において、発災直後から被災コミュニティの救援・支援活動に深く関わ
ってきた。その際重視してきたことは、内発的復興を支えるということである。復興支援活動は、
しばしば逆説的に、「支援者－受援者」役割を強化して、被災者や被災コミュニティの主体性や
内発性を疎外してしまう効果をもつ。被災者・被災コミュニティの内発的な復興をどのように支
援していくかは重要な課題である。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、被災コミュニティの内発的復興を支える関係性の特徴を、アクションリサー
チを通して明らかにすることにある。内発的復興とは、住民が、地域の資源を活かしつつ、自分
たちのやり方で主体的に復興することを指す。具体的には、上述の 2 つの被災地を研究フィー
ルドとして、被災コミュニティの住民と外部研究者との協同的実践を通じて、内発的復興を支え
る住民－外部者関係、および、住民間関係の特徴を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
 上述の目的を達成するために、以下の研究方法を用いた。①被災者やコミュニティの復興感と
その関連要因を明らかにするために質問紙調査を実施した。②岩手県野田村において、震災後に
設立された NPO の活動への参与観察、および、関係者へのインタビューを行った。また、新興コ
ミュニティである高台団地において、コミュニティ活動への介入的な参与観察を行った。③熊本
県西原村において、特に被害の大きかった集落を対象に、関係者へのインタビューおよび復興支
援活動への参与観察を行った。④住民と外部者（学生）によるコミュニティの将来像を考えるワ
ークショップを実施した。 
 
４．研究成果 
 
（1）復興感と「重要な他者」 
 岩手県野田村において、復興感と関連する項目を明らかにするために質問紙調査を行った。そ
の結果、復興感の程度、特に、震災以降の生活を震災前と比べて肯定的に感じられているかどう
かには、震災前後での人付き合いの増減（特に、村外の知り合いとの付き合い、地域の仲間との
付き合い）、および、震災をきっかけとした重要な他者との出会いの有無（特に、心を開いて話
すことのできる人との出会い、その後の人生を変える出会い）が強く関連していることが明らか
になった。このことは、復興支援には、重要な他者となるような「だれか」との出会いを生み出
しサポートするような働きかけが重要であることを示唆している。 
 
（2）コンサマトリーな関係性の重要性 
 被災コミュニティに対する外部支援者（研究者を含む）の関わりとして、コンサマトリーな関
わりが内発的復興の基礎となる。コンサマトリーな関わりとは、何かを「目指す」のではなく、
一緒に過ごすことそのものを楽しむような直接・享受的な関わりである。復興支援は、しばしば
インストゥルメンタルな（何かを「目指す」）関わりになりがちである。もちろんそれが全面的
に問題であるわけではないが、インストゥルメンタルな関与の過剰は、被災コミュニティにかえ
って閉塞感や無力感をもたらしてしまう。それに対して、コンサマトリーな関わりは、被災コミ
ュニティと外部支援者の信頼関係を構築し、被災住民が解決すべき課題から地域の豊かさへ視
野を広げることを促す。コンサマトリーな関わりは、具体的な目標に向かうような関わりとは対
極にあるため、それ自体の即時的な効果を示すことは難しい。しかし長い目でみたときに内発的
復興を支える基礎となることを明記したい。 
 
（3）支援－受援（主体－客体）関係の脱構築 
 外部支援者と被災コミュニティの関係、すなわち「支援を与える側－支援を受ける側」という
関係は、それが固定・強化されると、かえって内発的復興を疎外してしまう。これに対する単純
だが効果的な解決策は、外部者＝支援する主体－被災者＝支援される客体という構図を逆転さ
せることである。野田村では、震災後に設立された NPO が、外部ボランティアと被災コミュニテ
ィの交流ツアーを実施し、「外部者が支援し、被災者が受け取る」という構図を、「村民が主体的
に外部ボランティアをもてなす」という構図へと変換した。結果として、村民は主体的に地域資
源を発掘し、外部者だけでなく村民同士の新たな関係性を構築した――コミュニティの活性化
に結びついた。あるいは、住民間の関係についても、日常的な支援－受援関係にひびを入れるよ
うな介入が、内発的復興に効果的であることを明らかにした。 



 
（4）コミュニティ住民と外部者の対話の道具 
 コミュニティの内発的復興には、外部者との関わりが不可欠である。その際、外部者にとって
は被災コミュニティの実情、特に、災害以前の日常を把握する必要がある。災害以前のコミュニ
ティの日常風景を写した写真は、外部者と住民のみならず、多世代の住民同士の対話を賦活する
ことが示された。 
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